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１．事業の概況 
 

（１）各種工事に関する事項 

 下半期における各種工事については、上半期において発注した工業用水道施設建設工事（機械

設備工事、水道施設工事、電気設備工事、建築工事）と工業用水道管布設工事を実施した。 
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２．経理の状況 
 

（１）予算執行状況 

    

① 収益的収入及び支出 

 
 

 

 

  

収入 (単位:円)

上半期 下半期 合計

第１款 工業用水道事業収益 89,943,000 8,004,600 16,386,350 24,390,950 △ 65,552,050 27.12%

　第１項 営業外収益 89,943,000 8,004,600 16,386,350 24,390,950 △ 65,552,050 27.12%

※金額は税込

区分 予算額
執行額 予算額に比べ

執行額の増減
執行率

支出 (単位:円)

上半期 下半期 合計

第１款　工業用水道事業費用 6,557,000 2,346,754 4,071,999 6,418,753 △ 138,247 97.89%

　第１項　営業費用 2,198,000 251,342 1,810,159 2,061,501 △ 136,499 93.79%

　第２項　営業外費用 4,359,000 2,095,412 2,261,840 4,357,252 △ 1,748 99.96%

※金額は税込

予算額に比べ
執行額の増減

執行率区分 予算額
執行額
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②資本的収入及び支出 

 
 
 
 

  

収入 (単位:円)

上半期 下半期 合計

第１款　資本的収入 937,501,000 6,000,000 195,721,000 201,721,000 △ 735,780,000 21.52%

　第１項　企業債 930,000,000 0 194,300,000 194,300,000 △ 735,700,000 20.89%

　第２項　他会計補助金 7,501,000 6,000,000 1,421,000 7,421,000 △ 80,000 98.93%

※金額は税込

区分 予算額
執行額 予算額に比べ

執行額の増減
執行率

支出 (単位:円)

上半期 下半期 合計

第１款  資本的支出 937,501,000 2,607,080 198,856,052 201,463,132 △ 736,037,868 21.49%

　第１項　建設改良費 937,501,000 2,607,080 198,856,052 201,463,132 △ 736,037,868 21.49%

※金額は税込

執行率区分 予算額
執行額 予算額に比べ

執行額の増減
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（２）損益計算書 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位　円）

１．

(1) 0 0

２．

(1) 1,744,081 1,744,081

1,744,081

３．

(1) △ 1,363,000

(2) 1,040 △ 1,361,960

４．

(1) 2,261,840

(2) 408 2,262,248 △ 3,624,208

 5,368,289

 5,368,289

609,690

4,758,599

①令和６年度　 能代市工業用水道事業損益計算書

（令和６年１０月１日から令和７年３月３１日まで）

営 業 収 益

給 水 収 益

総 係 費

支 払 利 息

当 期 未 処 理 欠 損 金

営 業 費 用

営 業 損 失

営 業 外 収 益

営 業 外 費 用

雑 収 益

経 常 損 失

当 期 純 損 失

他 会 計 補 助 金

雑 支 出

その他の未処分利益剰余金変動額
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（単位　円）

１．

(1) 0 0

２．

(1) 1,979,846 1,979,846

1,979,846

３．

(1) 6,637,000

(2) 5,640 6,642,640

４．

(1) 4,357,252

(2) 408 4,357,660 2,284,980

305,134

305,134

0

609,690

914,824

その他の未処分利益剰余金変動額

当 年 度 未 処 理 剰 余 金

雑 支 出

経 常 利 益

当 年 度 純 利 益

前 年 度 繰 越 利 益 剰 余 金

支 払 利 息

②令和６年度　 能代市工業用水道事業損益計算書

（令和６年４月１日から令和７年３月３１日まで）

営 業 収 益

給 水 収 益

営 業 損 失

営 業 外 収 益

雑 収 益

営 業 費 用

総 係 費

営 業 外 費 用

他 会 計 補 助 金
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（単位　円）

１．

イ． 46,515,452
ロ． 0

0 0
ハ． 0

0 0
ニ． 0

0 0
ホ． 397,000,502

443,515,954

イ． 0
0

443,515,954
２．

118,858,377
17,748,310

0
0

192,429,400
0

329,036,087
772,552,041

３．

イ． 465,900,000
ロ． 0

465,900,000
465,900,000

４．

イ． 192,400,000
ロ． 0
ハ． 0

192,400,000
96,229,217

831,000
0

289,460,217
５．

15,741,819
0

15,741,819
771,102,036

６． 535,181
７．

イ．当年度未処分利益剰余金 914,824
914,824

914,824
1,450,005

772,552,041

資 本 合 計

負 債 資 本 合 計

(１) 企 業 債

企 業 債 合 計

(３) 引 当 金

繰 延 収 益
(１) 長 期 前 受 金

一時借入金

その他企業債

(４)

(２)

剰 余 金

（３）令和６年度　能代市工業用水道事業貸借対照表

固 定 資 産

減 価 償 却 累 計 額

減 価 償 却 累 計 額

有形固定 資産(１)

機 械 及 び 装 置

建 物
減 価 償 却 累 計 額
構 築 物

（令和７年３月３１日現在）

土 地

資　　　産　　　の　　　部

建 設 仮 勘 定

(１)

未 収 金

流 動 資 産 合 計

(４) 貯 蔵 品

その他無形固定資

貸 倒 引 当 金

(６)

固 定 資 産 合 計

(３)

有 形 固 定 資 産 合 計

無 形 固 定 資 産 合 計

(２) 無形固定 資産

(２)

流 動 資 産
現 金 預 金

長期前受金収益化累計額

負　　　債　　　の　　　部

資 産 合 計

そ の 他 流 動 資 産

(５) 前 払 金

建設改良等の財源に充てるための企業債

企 業 債 合 計

(１) 企 業 債
固 定 負 債

建設改良等の財源に充てるための企業債

利 益 剰 余 金 合 計
剰 余 金 合 計

その他企業債

固 定 負 債 合 計

資　　　本　　　の　　　部

利 益 剰 余 金(１)

資 本 金

流 動 負 債

未 払 金(２)

負 債 合 計

流 動 負 債 合 計

その他流動負債

繰 延 収 益 合 計



-7- 

 

３．令和７年度の予算の概要及び事業の経営方針について 
  

令和７年度工業用水道事業会計予算は、主要な建設改良事業として工業用水道施設整備事業費

938,342 千円を見込み、これらに必要な諸経費を計上した。 

 収益的収支は、工業用水道事業収益の 116,977 千円から消費税及び地方消費税分 73,169 千円を

控除した額から、工業用水道事業費用の 43,808 千円から消費税及び地方消費税分 91 千円を控除

した額を差し引いた結果、当年度純利益は 91 千円と見込んでいる。 

 資本的収支においては、主な事業として、施設建設工事や配水管等新設工事などの建設改良費

を計上した。資本的収入においては、これら支出に対応する財源として、企業債、他会計補助金

等を計上した。その結果、資本的収入 862,815 千円、資本的支出 862,815 千円となる。 

 今後令和７年度までは施設整備を行い、８年度からの供給開始を目指すが、今後、料金体系な

どを設定し、適切な管理運営を行っていく。 


